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中学校制服について 
かわら版 第１号 

 

❀ 「かわら版」の目的 

春日井市立の中学校では、長年にわたり詰襟・セーラー服を制服としてきました。しかし、最

近では気候の変化への対応や、時代の変化に伴う多様性への対応など、既存の制服では対応が難

しい事態も生じています。 

そこで、既存の制服も含め、誰もが快適な学校生活を送れる制服について考えています。この

進捗状況などを児童生徒の皆さんや、保護者の皆様にお知らせするために作成しています。 

 

中学校制服に関する意識調査を実施しました！ 
①中学校には何らかの制服があったほうがよいと思うか 

 

  

  

 

  

 

 

 

 
 

②中学校制服を見直すことについてどう思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③既存の制服はそのままに、新たな制服を加え、選択肢が増えることをどう思うか 

 

 

  

 

 

 

 

 

❀❀❀ お願い！ ❀❀❀ 

中学校制服に対する皆様のご意見

をお寄せください。 

☛ 市教育委員会までお願いします 

FAX：85－0991 

Mail：gakko@city.kasugai.lg.jp 



 

上記を踏まえ、令和３年８月18日開催の定例教育委員会において、全

教育委員の総意により、「中学校制服について、既存の詰襟・セーラー服

に加えて、ブレザータイプ等の制服を新たに選択できるようにするため

に、具体的な検討に入ること」を決定しました。 
 

 

その後、令和３年11月９日に実施したプロポーザルにより、㈱トン

ボ、名古屋菅公学生服㈱、松永㈱の３社を協力企業に選定し、具体的な

デザイン・形状等について検討しています。 
 

 

 なお、新制服の導入時期は、令和５年４月を予定しています。新制服導

入後は、既存の詰襟・セーラー服・新制服の中から、お好きな制服を選択

して頂くこととなります。是非、制服についてお子さんと考える機会に

してください。（現時点では、いずれかの制服に一本化することは考えて

いません。） 

 

市のホームページに進捗状況を掲載しています。 
ＱＲコード又は市のホームページ（http://www.city.kasugai.lg.jp/） 

トップページ中段の「サイト内検索」から「中学校の制服について」 
で検索してください。 

 
令和３年 1２月７日発行 

春日井市教育委員会学校教育課  
FAX：８５－０９９１ 

Mail：gakko@city.kasugai.lg.jp 

１ アンケート分析（反対意見） 
○生徒の回答にある、制服がないほうがよいとの声について 

 ・ 主な意見は、①私服がいい、②体操服やジャージで充分などでした。また、①の意見

の中には、テストや式典は制服がいいという意見もありました。そこで、新制服導入を、

制服の意義を学び、制服について考える機会と捉え、生徒たちと一緒に新制服を作り上

げたいと考えています。また、制服の運用方法の見直しの機会と捉え、見直しを進めた

いと考えています。 

○保護者の回答にある、制服の見直し・新制服導入に反対との声について 

 ・ 主な意見は、①新規に購入するのは経済的負担感が大きいなどでした。既存の制服で

も利用可能なので、必ずしも新制服購入の必要性があるわけではないこと、また、新制

服の価格については、既存の制服と同程度となるよう努めておりますので、ご理解頂け

れば幸いです。 

２ アンケート分析（既存制服の課題） 
・ 気温に合わせて調節ができない ・ 動きにくい、きゅうくつ、着心地が悪い 

 ・ 夏場は体操服登校ができるため、制服を使うことが少ない 

 ・ 女子のパンツスタイルがない などを課題として多く頂きました。 

 ⇒これらの課題を解消する新制服の導入とともに、制服のあり方（例えば、夏服はどうす

べきか等）も併せて検討することで、誰もが快適な学校生活が送れる経済的な制服の実

現を目指していきます。 
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